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地

個
人
質
問

個
人
質
問

個
人
質
問
25
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

個
人
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

9 8

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
第
二
弾
は

財
源
や
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
て
調
整

■Ｑ　　
厳
し
い
地
域
経
済
の
現
状
に
鑑
み
、

第
二
弾
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
期
待
す
る
声
が
あ
る
が
、
実
施
の
意
向

は
あ
る
か
。

■Ａ　　
決
済
金
額
は
約
35
億
円
で
、
ポ
イ
ン
ト

還
元
額
は
約
４
億
６
千
万
円
と
、
大
き
な
効

果
を
得
た
と
思
う
。
平
成
27
年
に
実
施
し
た

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
と
比
較
し
た
場

合
で
は
、
飲
食
店
の
利
用
割
合
は
利
用
総
額

の
約
２
％
だ
っ
た
が
、
今
回
は
約
14
％
と
な

り
非
常
に
増
え
た
。

　
第
二
弾
の
実
施
は
、
財
源
の
問
題
を
整
理

し
、
経
済
界
の
意
見
や
本
市
の
デ
ー
タ
を
踏

ま
え
な
が
ら
調
整
し
た
い
。

早
急
な
消
費
喚
起
を
狙
い

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
を
決
定

■Ｑ　　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
還
元

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
連
携
先
を
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

に
決
め
た
経
緯
は
。

■Ａ　　
消
費
喚
起
を
早
急
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
た
め
、
事
業
の
周
知
期
間
を
含

め
て
１
カ
月
程
度
で
開
始
で
き
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
決
済
に
決
定
し
た
。
ま
た
、
シ
ス
テ

ム
上
、
複
数
社
で
管
理
で
き
な
い
た
め
、
１

社
を
選
ぶ
こ
と
と
し
、
上
位
５
社
で
比
較
考

量
し
た
。

　
選
定
基
準
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
周
辺
で

利
用
可
能
な
店
舗
数
で
は
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
が

４
６
８
、
２
番
目
が
96
で
、
新
規
登
録
に
係

る
日
数
で
も
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
は
最
短
１
日
、

そ
の
他
は
約
２
週
間
か
ら
１
・
５
カ
月
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
に
決
定
し
た
。

新
し
い
ノ
ウ
ハ
ウ
で

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
誘
致

■Ｑ　　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
開
催
件
数
の
昨
年

同
時
期
と
の
比
較
は
。
ま
た
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
を
促
進
し
て
い
く
中
、
今
後
、
誘
致
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

■Ａ　　
開
催
件
数
は
、
令
和
元
年
度
の
４
月
か

ら
８
月
ま
で
１
４
５
件
、
２
年
度
は
３
件
と

な
っ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
や
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の
導

入
で
、
今
後
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
あ
り
方

は
不
透
明
な
部
分
も
あ
る
が
、
本
市
で
は
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
と
現
地
で
の
会
議
を
組
み
合
わ
せ

た
新
し
い
形
の
見
本
市
や
会
議
が
開
催
さ
れ
、

今
後
は
そ
こ
で
得
た
新
し
い
ノ
ウ
ハ
ウ
を
強

み
と
し
て
、
誘
致
活
動
を
進
め
た
い
。

第
三
者
へ
の
事
業
承
継
を
支
援
し

事
業
者
の
後
継
者
問
題
に
対
応

■Ｑ　　
令
和
２
年
９
月
に
創
設
し
た
「
岡
山

市
事
業
承
継
支
援
補
助
金
」
は
、
親
族
、

社
内
の
後
継
者
向
け
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

第
三
者
へ
の
事
業
承
継
の
考
え
は
。

■Ａ　　
こ
の
補
助
金
は
、
親
族
、
社
内
の
承
継

へ
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
Ｍ
＆
Ａ
を
見
据
え

た
経
営
状
況
の
把
握
や
経
営
改
善
に
つ
い
て

支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。

 
第
三
者
に
よ
る
事
業
承
継
は
重
要
と
考
え

て
お
り
、
大
き
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
指
定

都
市
市
長
会
の
会
議
で
議
論
し
、
例
え
ば
税

制
面
で
地
方
で
の
事
業
承
継
に
優
遇
措
置
を

設
け
る
こ
と
な
ど
を
提
起
し
た
。
ど
う
す
れ

ば
地
方
で
事
業
承
継
し
や
す
く
な
る
か
、
全

国
的
な
議
論
が
必
要
と
考
え
る
。

古
代
吉
備
の
歴
史
研
究

大
学
等
と
連
携

■Ｑ　　
造
山
古
墳
を
は
じ
め
と
す
る
吉
備
の

遺
産
群
は
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る
。
古

代
吉
備
国
の
歴
史
や
文
化
を
調
査
・
研
究

す
る
た
め
、
産
学
官
民
連
携
に
よ
る
研
究

所
を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

■Ａ　　
造
山
古
墳
は
全
国
で
４
番
目
に
大
き
な

古
墳
で
、
大
き
な
勢
力
が
吉
備
に
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
古
墳
が
で
き
た
時
代
に

岡
山
、
吉
備
で
ど
ん
な
勢
力
に
よ
り
何
が
行

わ
れ
た
の
か
を
学
ぶ
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
岡
山
大
学
が
中
心
と
な
っ
た
学

術
調
査
を
行
う
予
定
で
、
今
ま
で
は
「
学
」

と
の
連
携
が
不
十
分
だ
っ
た
た
め
、
今
後
は

大
学
等
と
連
携
し
て
情
報
発
信
を
行
い
、
歴

史
研
究
の
機
運
を
高
め
た
い
。

都
市
機
能
誘
導
区
域
の
中
心
を

瀬
戸
支
所
に
す
る
こ
と
を
検
討

■Ｑ　　
現
在
の
立
地
適
正
化
計
画
で
は
、
瀬

戸
地
区
の
誘
導
区
域
は
瀬
戸
駅
が
拠
点
の

中
心
だ
が
、
駅
の
裏
側
に
鉄
砲
山
が
あ
る
。

ま
た
、
瀬
戸
駅
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

あ
る
た
め
、
瀬
戸
支
所
を
拠
点
の
中
心
に

し
て
は
。

■Ａ　　
誘
導
区
域
は
、
拠
点
に
鉄
道
駅
が
あ
る

場
合
、
そ
こ
を
中
心
と
し
た
徒
歩
圏
域
を
踏

ま
え
て
設
定
す
る
方
針
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
瀬
戸
地
区
は
区
域
中
心
部
の
瀬
戸
駅
を

含
む
エ
リ
ア
が
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
よ

り
都
市
機
能
誘
導
区
域
か
ら
外
れ
て
い
る
。

  

一
方
、
瀬
戸
支
所
は
瀬
戸
駅
に
近
く
、
重

要
な
場
所
で
多
く
の
市
民
が
利
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
徒
歩
圏
域
の
考
え
方
を
変
え
ず
に
、

都
市
機
能
誘
導
区
域
を
少
し
広
く
取
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
瀬
戸
支
所
を
都
市
機

能
誘
導
区
域
の
中
心
に
変
更
す
る
こ
と
を
検

討
し
た
い
。

河
川
や
街
中
の
ご
み
対
策
と
し
て

啓
発
や
清
掃
用
具
の
提
供

■Ｑ　　
ポ
イ
捨
て
さ
れ
な
い
よ
う
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
あ
る
か
。
ま
た
、
河
川

敷
の
ご
み
拾
い
を
し
て
い
る
住
民
団
体
等

に
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る
か
。

■Ａ　　
ポ
イ
捨
て
禁
止
の
看
板
や
の
ぼ
り
旗
の

設
置
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
啓
発
グ

ッ
ズ
の
配
布
、
ラ
ジ
オ
で
の
呼
び
か
け
等
を

行
っ
て
い
る
。
市
内
中
心
部
の
美
化
推
進
重

点
区
域
で
は
巡
回
指
導
員
に
よ
る
指
導
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
住
民
団
体
等
が
河
川
敷
や
道
路
等

の
公
共
用
地
を
清
掃
す
る
場
合
、
管
理
主
体

が
国
や
県
で
あ
っ
て
も
清
掃
用
具
の
提
供
を

行
っ
て
お
り
、
回
収
さ
れ
た
ご
み
も
、
処
理

施
設
に
無
料
で
受
け
入
れ
て
い
る
。

「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」

消
防
団
員
の
確
保
策

■Ｑ　　
消
防
団
は
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ

く
住
民
有
志
の
消
防
機
関
で
あ
る
が
、
現

在
、
団
員
の
確
保
に
苦
慮
す
る
消
防
団
も

多
い
。
女
性
や
学
生
の
入
団
促
進
な
ど
を

含
め
、
本
市
の
現
状
と
対
策
は
。

■Ａ　　
火
災
予
防
や
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活

動
に
お
い
て
、
特
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
女

性
団
員
は
１
２
６
人
で
、
学
生
団
員
は
24
人

で
あ
る
。
ま
た
、
学
生
に
つ
い
て
は
団
員
で

あ
る
こ
と
が
就
職
活
動
で
評
価
さ
れ
る
「
学

生
消
防
団
活
動
認
証
制
度
」
で
入
団
を
促
し

て
い
る
。
新
た
な
対
策
で
は
独
自
の
消
防
団

Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
配
信
す
る
。

　

ま
た
、「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制

度
」
を
設
け
協
力
事
業
所
を
増
や
し
、
団
員

確
保
対
策
を
強
化
し
た
い
。

多
胎
児
の
育
児
支
援

■Ｑ　　
多
胎
児
を
育
て
る
両
親
は
疲
労
困
ぱ

い
し
て
お
り
、
経
済
的
、
精
神
的
な
負
担

が
大
き
く
支
援
の
充
実
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
支
援
の
対
象
者
は
非
常
に
限
ら
れ

て
お
り
、
令
和
２
年
度
の
途
中
で
も
実
現

で
き
る
こ
と
か
ら
進
め
て
も
ら
い
た
い
。 

　
ま
た
、「
こ
そ
だ
て
ぽ
け
っ
と
」
の
多

胎
児
育
児
や
支
援
の
情
報
が
分
か
り
に
く

い
た
め
、
改
善
し
て
は
。

■Ａ　　
本
市
と
し
て
課
題
を
整
理
し
、
で
き
る

こ
と
は
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
応
援
サ
イ
ト
「
こ
そ
だ
て
ぽ
け
っ

と
」
は
、
多
胎
児
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
に
つ

い
て
の
情
報
を
入
手
し
や
す
い
よ
う
、
表
示

や
検
索
の
仕
方
等
を
工
夫
す
る
。
ま
た
、
内

容
も
早
急
に
関
係
部
署
と
協
議
し
分
か
り
や

す
い
も
の
に
改
善
し
た
い
。

観
光
客
の
増
加
や

島
民
の
安
心
・
安
全
で
犬
島
振
興

■Ｑ　　
犬
島
地
域
振
興
計
画
は
、
平
成
25
年

度
か
ら
の
10
カ
年
計
画
と
な
っ
て
お
り
、

最
終
局
面
に
入
る
が
、
今
後
の
取
り
組

み
は
。

■Ａ　　
観
光
客
等
の
面
で
は
、
令
和
元
年
度
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
、
ホ
ッ
ピ
ー

バ
ー
の
開
店
や
京
橋
か
ら
の
ク
ル
ー
ズ
船
就

航
な
ど
の
新
た
な
動
き
で
、
来
島
者
が
２
万

７
千
人
、
前
年
度
比
で
３
割
増
加
し
た
。
報

道
で
は
、
次
回
の
開
催
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
展
示
方
法
も
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
岡
山
芸
術
交
流
も
同
年
開
催
し
た
い
と

相
談
し
て
お
り
、
ど
う
い
う
動
き
を
す
る
か

議
論
し
た
い
。

　
一
方
で
、
島
民
の
方
の
思
い
に
寄
り
添
う

と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
な
生
活
を
支
え
る

医
療
、
福
祉
、
交
通
な
ど
を
引
き
続
き
確
保

し
た
い
。

造山古墳の葺石（古墳の表面を覆う石）

Ｗｅｂ会議と組み合わせた
コンベンションの取り組み

地域振興が課題の犬島

訓
練
に
励
む
若
手
消
防
団
員

E
conom

y
 　
　
　
  C
ulture

経
済
・
文
化

C
om
m
unity 

　
  P
lanning

  Life

ま
ち
づ
く
り
・
く
ら
し

※８【Ｍ＆Ａ「Mergers（合併） and  Acquisitions（買収）」】
わが国では、広く、会社法の定める組織再編（合併や会社分割）に加
え、株式譲渡や事業譲渡を含む、各種手法による事業の引継ぎ（譲り
渡し・譲り受け）をいう

※

８

ふ き い し
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ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
第
二
弾
は

財
源
や
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
て
調
整

■Ｑ　　
厳
し
い
地
域
経
済
の
現
状
に
鑑
み
、

第
二
弾
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
期
待
す
る
声
が
あ
る
が
、
実
施
の
意
向

は
あ
る
か
。

■Ａ　　
決
済
金
額
は
約
35
億
円
で
、
ポ
イ
ン
ト

還
元
額
は
約
４
億
６
千
万
円
と
、
大
き
な
効

果
を
得
た
と
思
う
。
平
成
27
年
に
実
施
し
た

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
と
比
較
し
た
場

合
で
は
、
飲
食
店
の
利
用
割
合
は
利
用
総
額

の
約
２
％
だ
っ
た
が
、
今
回
は
約
14
％
と
な

り
非
常
に
増
え
た
。

　
第
二
弾
の
実
施
は
、
財
源
の
問
題
を
整
理

し
、
経
済
界
の
意
見
や
本
市
の
デ
ー
タ
を
踏

ま
え
な
が
ら
調
整
し
た
い
。

早
急
な
消
費
喚
起
を
狙
い

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
を
決
定

■Ｑ　　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
還
元

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
連
携
先
を
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

に
決
め
た
経
緯
は
。

■Ａ　　
消
費
喚
起
を
早
急
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
た
め
、
事
業
の
周
知
期
間
を
含

め
て
１
カ
月
程
度
で
開
始
で
き
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
決
済
に
決
定
し
た
。
ま
た
、
シ
ス
テ

ム
上
、
複
数
社
で
管
理
で
き
な
い
た
め
、
１

社
を
選
ぶ
こ
と
と
し
、
上
位
５
社
で
比
較
考

量
し
た
。

　
選
定
基
準
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
周
辺
で

利
用
可
能
な
店
舗
数
で
は
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
が

４
６
８
、
２
番
目
が
96
で
、
新
規
登
録
に
係

る
日
数
で
も
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
は
最
短
１
日
、

そ
の
他
は
約
２
週
間
か
ら
１
・
５
カ
月
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
に
決
定
し
た
。

新
し
い
ノ
ウ
ハ
ウ
で

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
誘
致

■Ｑ　　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
開
催
件
数
の
昨
年

同
時
期
と
の
比
較
は
。
ま
た
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
を
促
進
し
て
い
く
中
、
今
後
、
誘
致
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

■Ａ　　
開
催
件
数
は
、
令
和
元
年
度
の
４
月
か

ら
８
月
ま
で
１
４
５
件
、
２
年
度
は
３
件
と

な
っ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
や
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の
導

入
で
、
今
後
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
あ
り
方

は
不
透
明
な
部
分
も
あ
る
が
、
本
市
で
は
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
と
現
地
で
の
会
議
を
組
み
合
わ
せ

た
新
し
い
形
の
見
本
市
や
会
議
が
開
催
さ
れ
、

今
後
は
そ
こ
で
得
た
新
し
い
ノ
ウ
ハ
ウ
を
強

み
と
し
て
、
誘
致
活
動
を
進
め
た
い
。

第
三
者
へ
の
事
業
承
継
を
支
援
し

事
業
者
の
後
継
者
問
題
に
対
応

■Ｑ　　
令
和
２
年
９
月
に
創
設
し
た
「
岡
山

市
事
業
承
継
支
援
補
助
金
」
は
、
親
族
、

社
内
の
後
継
者
向
け
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

第
三
者
へ
の
事
業
承
継
の
考
え
は
。

■Ａ　　
こ
の
補
助
金
は
、
親
族
、
社
内
の
承
継

へ
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
Ｍ
＆
Ａ
を
見
据
え

た
経
営
状
況
の
把
握
や
経
営
改
善
に
つ
い
て

支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。

 

第
三
者
に
よ
る
事
業
承
継
は
重
要
と
考
え

て
お
り
、
大
き
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
指
定

都
市
市
長
会
の
会
議
で
議
論
し
、
例
え
ば
税

制
面
で
地
方
で
の
事
業
承
継
に
優
遇
措
置
を

設
け
る
こ
と
な
ど
を
提
起
し
た
。
ど
う
す
れ

ば
地
方
で
事
業
承
継
し
や
す
く
な
る
か
、
全

国
的
な
議
論
が
必
要
と
考
え
る
。

古
代
吉
備
の
歴
史
研
究

大
学
等
と
連
携

■Ｑ　　
造
山
古
墳
を
は
じ
め
と
す
る
吉
備
の

遺
産
群
は
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る
。
古

代
吉
備
国
の
歴
史
や
文
化
を
調
査
・
研
究

す
る
た
め
、
産
学
官
民
連
携
に
よ
る
研
究

所
を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

■Ａ　　
造
山
古
墳
は
全
国
で
４
番
目
に
大
き
な

古
墳
で
、
大
き
な
勢
力
が
吉
備
に
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
古
墳
が
で
き
た
時
代
に

岡
山
、
吉
備
で
ど
ん
な
勢
力
に
よ
り
何
が
行

わ
れ
た
の
か
を
学
ぶ
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
岡
山
大
学
が
中
心
と
な
っ
た
学

術
調
査
を
行
う
予
定
で
、
今
ま
で
は
「
学
」

と
の
連
携
が
不
十
分
だ
っ
た
た
め
、
今
後
は

大
学
等
と
連
携
し
て
情
報
発
信
を
行
い
、
歴

史
研
究
の
機
運
を
高
め
た
い
。

都
市
機
能
誘
導
区
域
の
中
心
を

瀬
戸
支
所
に
す
る
こ
と
を
検
討

■Ｑ　　
現
在
の
立
地
適
正
化
計
画
で
は
、
瀬

戸
地
区
の
誘
導
区
域
は
瀬
戸
駅
が
拠
点
の

中
心
だ
が
、
駅
の
裏
側
に
鉄
砲
山
が
あ
る
。

ま
た
、
瀬
戸
駅
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

あ
る
た
め
、
瀬
戸
支
所
を
拠
点
の
中
心
に

し
て
は
。

■Ａ　　
誘
導
区
域
は
、
拠
点
に
鉄
道
駅
が
あ
る

場
合
、
そ
こ
を
中
心
と
し
た
徒
歩
圏
域
を
踏

ま
え
て
設
定
す
る
方
針
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
瀬
戸
地
区
は
区
域
中
心
部
の
瀬
戸
駅
を

含
む
エ
リ
ア
が
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
よ

り
都
市
機
能
誘
導
区
域
か
ら
外
れ
て
い
る
。

  

一
方
、
瀬
戸
支
所
は
瀬
戸
駅
に
近
く
、
重

要
な
場
所
で
多
く
の
市
民
が
利
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
徒
歩
圏
域
の
考
え
方
を
変
え
ず
に
、

都
市
機
能
誘
導
区
域
を
少
し
広
く
取
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
瀬
戸
支
所
を
都
市
機

能
誘
導
区
域
の
中
心
に
変
更
す
る
こ
と
を
検

討
し
た
い
。

河
川
や
街
中
の
ご
み
対
策
と
し
て

啓
発
や
清
掃
用
具
の
提
供

■Ｑ　　
ポ
イ
捨
て
さ
れ
な
い
よ
う
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
あ
る
か
。
ま
た
、
河
川

敷
の
ご
み
拾
い
を
し
て
い
る
住
民
団
体
等

に
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る
か
。

■Ａ　　
ポ
イ
捨
て
禁
止
の
看
板
や
の
ぼ
り
旗
の

設
置
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
啓
発
グ

ッ
ズ
の
配
布
、
ラ
ジ
オ
で
の
呼
び
か
け
等
を

行
っ
て
い
る
。
市
内
中
心
部
の
美
化
推
進
重

点
区
域
で
は
巡
回
指
導
員
に
よ
る
指
導
啓
発

を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
住
民
団
体
等
が
河
川
敷
や
道
路
等

の
公
共
用
地
を
清
掃
す
る
場
合
、
管
理
主
体

が
国
や
県
で
あ
っ
て
も
清
掃
用
具
の
提
供
を

行
っ
て
お
り
、
回
収
さ
れ
た
ご
み
も
、
処
理

施
設
に
無
料
で
受
け
入
れ
て
い
る
。

「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」

消
防
団
員
の
確
保
策

■Ｑ　　
消
防
団
は
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ

く
住
民
有
志
の
消
防
機
関
で
あ
る
が
、
現

在
、
団
員
の
確
保
に
苦
慮
す
る
消
防
団
も

多
い
。
女
性
や
学
生
の
入
団
促
進
な
ど
を

含
め
、
本
市
の
現
状
と
対
策
は
。

■Ａ　　
火
災
予
防
や
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活

動
に
お
い
て
、
特
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
女

性
団
員
は
１
２
６
人
で
、
学
生
団
員
は
24
人

で
あ
る
。
ま
た
、
学
生
に
つ
い
て
は
団
員
で

あ
る
こ
と
が
就
職
活
動
で
評
価
さ
れ
る
「
学

生
消
防
団
活
動
認
証
制
度
」
で
入
団
を
促
し

て
い
る
。
新
た
な
対
策
で
は
独
自
の
消
防
団

Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
配
信
す
る
。

　

ま
た
、「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制

度
」
を
設
け
協
力
事
業
所
を
増
や
し
、
団
員

確
保
対
策
を
強
化
し
た
い
。

多
胎
児
の
育
児
支
援

■Ｑ　　
多
胎
児
を
育
て
る
両
親
は
疲
労
困
ぱ

い
し
て
お
り
、
経
済
的
、
精
神
的
な
負
担

が
大
き
く
支
援
の
充
実
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
支
援
の
対
象
者
は
非
常
に
限
ら
れ

て
お
り
、
令
和
２
年
度
の
途
中
で
も
実
現

で
き
る
こ
と
か
ら
進
め
て
も
ら
い
た
い
。 

　
ま
た
、「
こ
そ
だ
て
ぽ
け
っ
と
」
の
多

胎
児
育
児
や
支
援
の
情
報
が
分
か
り
に
く

い
た
め
、
改
善
し
て
は
。

■Ａ　　
本
市
と
し
て
課
題
を
整
理
し
、
で
き
る

こ
と
は
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
応
援
サ
イ
ト
「
こ
そ
だ
て
ぽ
け
っ

と
」
は
、
多
胎
児
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
に
つ

い
て
の
情
報
を
入
手
し
や
す
い
よ
う
、
表
示

や
検
索
の
仕
方
等
を
工
夫
す
る
。
ま
た
、
内

容
も
早
急
に
関
係
部
署
と
協
議
し
分
か
り
や

す
い
も
の
に
改
善
し
た
い
。

観
光
客
の
増
加
や

島
民
の
安
心
・
安
全
で
犬
島
振
興

■Ｑ　　
犬
島
地
域
振
興
計
画
は
、
平
成
25
年

度
か
ら
の
10
カ
年
計
画
と
な
っ
て
お
り
、

最
終
局
面
に
入
る
が
、
今
後
の
取
り
組

み
は
。

■Ａ　　
観
光
客
等
の
面
で
は
、
令
和
元
年
度
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
、
ホ
ッ
ピ
ー

バ
ー
の
開
店
や
京
橋
か
ら
の
ク
ル
ー
ズ
船
就

航
な
ど
の
新
た
な
動
き
で
、
来
島
者
が
２
万

７
千
人
、
前
年
度
比
で
３
割
増
加
し
た
。
報

道
で
は
、
次
回
の
開
催
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
展
示
方
法
も
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
岡
山
芸
術
交
流
も
同
年
開
催
し
た
い
と

相
談
し
て
お
り
、
ど
う
い
う
動
き
を
す
る
か

議
論
し
た
い
。

　
一
方
で
、
島
民
の
方
の
思
い
に
寄
り
添
う

と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
な
生
活
を
支
え
る

医
療
、
福
祉
、
交
通
な
ど
を
引
き
続
き
確
保

し
た
い
。

造山古墳の葺石（古墳の表面を覆う石）

Ｗｅｂ会議と組み合わせた
コンベンションの取り組み

地域振興が課題の犬島

訓
練
に
励
む
若
手
消
防
団
員

E
conom

y
 　
　
　
  C
ulture

経
済
・
文
化

C
om
m
unity 

　
  P
lanning

  Life
ま
ち
づ
く
り
・
く
ら
し

※８【Ｍ＆Ａ「Mergers（合併） and  Acquisitions（買収）」】
わが国では、広く、会社法の定める組織再編（合併や会社分割）に加
え、株式譲渡や事業譲渡を含む、各種手法による事業の引継ぎ（譲り
渡し・譲り受け）をいう

※

８

ふきいし
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－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

個
人
質
問

常
任
委
員
会

審
査
か
ら
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新
た
な
日
常
に
向
け
た
改
革
を
推
進

■Ｑ　　
行
政
分
野
で
改
革
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
必
要
不
可
欠
だ

が
、
本
市
の
対
応
は
。

■Ａ　　
コ
ロ
ナ
禍
で
デ
ジ
タ
ル
化
の
必
要
性
が

再
認
識
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
紙
で
提
出
さ
れ

た
書
類
を
シ
ス
テ
ム
に
入
力
す
る
単
純
作
業

が
大
き
な
事
務
負
担
と
な
っ
て
い
る
が
、
行

政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
活
用
を
さ
ら
に
広
げ
る
こ

と
で
、
職
員
は
人
間
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い

業
務
な
ど
に
注
力
で
き
る
。

　
本
市
の
「
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」
や
次
期

「
情
報
化
指
針
」
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す

る
具
体
的
な
施
策
の
方
向
性
を
示
し
た
い
。

ナ
ッ
ジ
で
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

■Ｑ　　
行
動
経
済
学
「
ナ
ッ
ジ
」
の
活
用
で
、

新
し
い
生
活
様
式
を
実
践
し
や
す
く
す
る

工
夫
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

■Ａ　　
「
ナ
ッ
ジ
」
の
考
え
方
は
、
本
市
の
各

部
局
が
持
っ
て
い
る
と
思
う
。
例
え
ば
、
特

別
定
額
給
付
金
の
申
請
で
は
、
混
乱
を
防
ぐ

た
め
給
付
を
希
望
し
な
い
場
合
だ
け
申
請
書

に
そ
の
旨
を
記
載
し
、
希
望
の
有
無
を
書
く

チ
ェ
ッ
ク
欄
を
な
く
し
た
。
ま
た
、「
ス
イ

ッ
チ
！
お
か
や
ま
」
で
も
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

を
多
く
使
い
、
分
か
り
や
す
く
す
る
な
ど
の

工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

　
非
常
に
重
要
な
考
え
方
で
あ
り
、
当
面
は

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
係
す
る
局
で
必
要
に
な
る

と
思
う
が
、
全
庁
的
に
取
り
組
み
た
い
。

書
類
へ
の
押
印
の
見
直
し
で

利
便
性
向
上
と
行
政
の
効
率
化

■Ｑ　　
押
印
の
見
直
し
は
、
感
染
症
の
拡
大

時
に
は
感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
柔
軟
な

働
き
方
の
後
押
し
に
不
可
欠
な
取
り
組
み

だ
。
ま
た
、
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進

の
入
り
口
だ
が
、
実
施
状
況
は
。

■Ａ　　
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
は

必
要
で
あ
り
、
押
印
の
見
直
し
は
必
須
と
考

え
る
。
①
法
令
等
の
根
拠
が
な
い
も
の
は
、

令
和
２
年
中
に
廃
止
す
る
。
②
法
令
な
ど
で

様
式
に
押
印
が
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
２
年

度
中
に
調
整
し
３
年
度
か
ら
の
廃
止
に
向
け

て
調
整
す
る
。
③
他
の
機
関
や
組
織
へ
提
出

す
る
書
類
で
提
出
先
か
ら
押
印
を
求
め
ら
れ

る
も
の
は
、
他
の
機
関
と
調
整
し
、
了
解
を

得
て
廃
止
す
る
。
④
法
令
に
押
印
の
記
述
が

あ
る
も
の
は
、
廃
止
で
き
な
い
。
以
上
四
つ

の
分
類
に
合
わ
せ
至
急
動
き
た
い
。

３
年
度
か
ら
各
区
役
所
で

お
く
や
み
窓
口
の
試
行
を
検
討

■Ｑ　　
死
亡
に
伴
う
手
続
き
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
担
う
「
お
く
や
み
窓
口
」
の
設
置
が

自
治
体
で
広
が
っ
て
お
り
、
国
も
そ
れ
を

後
押
し
し
て
い
る
。
本
市
で
も
各
区
役
所

に
設
置
し
な
い
か
。

■Ａ　　
こ
れ
ま
で
も
議
会
で
議
論
と
な
っ
て
き

た
件
で
あ
り
、
令
和
３
年
度
か
ら
各
区
役
所

で
試
行
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

　
今
後
の
高
齢
者
人
口
の
増
加
な
ど
を
考
え

る
と
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
負
担
感
の
少
な

い
手
続
き
に
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
半
年
間
き
ち
ん
と
詰
め
な
が
ら
、
で
き

る
範
囲
で
ま
ず
は
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ　

CO
VID
-19

音
楽
を
安
心
し
て
楽
し
む
環
境
へ

感
染
リ
ス
ク
の
評
価
を
実
施

■Ｑ　　
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
新
型
コ
ロ
ナ
を
防

ぐ
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経

過
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

■Ａ　　
岡
山
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
連
絡
会
か
ら
の
要

望
を
受
け
、
本
市
と
連
絡
会
で
協
力
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
感
染
リ
ス
ク
評
価
の
17
項

目
を
設
定
し
た
。
各
店
舗
で
自
己
点
検
、
自

己
評
価
を
行
い
、
本
市
が
改
善
点
等
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
保
健
所
に
よ

る
現
地
講
習
会
を
行
い
、
意
見
交
換
等
も

行
っ
た
。

　
各
店
舗
で
感
染
症
対
策
の
見
直
し
を
行
い
、

リ
ス
ク
評
価
項
目
を
す
べ
て
ク
リ
ア
し
た
店

舗
に
は
、
専
用
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
。

必
要
な
デ
ー
タ
を
整
理
し

新
型
コ
ロ
ナ
を
正
し
く
恐
れ
る

■Ｑ　　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
重
軽
症
者
数
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
数
、
医
療
体
制
の
整
備

状
況
等
、
市
内
の
現
状
に
つ
い
て
の
情
報

も
分
か
り
や
す
く
発
信
す
べ
き
で
は
。

■Ａ　　
令
和
２
年
３
月
の
ペ
ー
ジ
開
設
か
ら
、

現
在
ま
で
５
度
改
正
し
て
い
る
。
２
年
９
月

時
点
で
、
感
染
者
数
と
入
退
院
等
の
状
況
、

年
代
別
感
染
者
数
、
発
症
日
別
の
感
染
者
の

推
移
、
推
定
感
染
経
路
、
年
代
別
症
状
を

ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
他
「
ス
イ
ッ
チ
！
お

か
や
ま
」、
事
業
者
向
け
支
援
一
覧
を
追
加

し
た
。

　
ま
た
、
検
査
の
状
況
に
陽
性
率
な
ど
の
追

加
の
意
見
が
あ
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
数
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

整
理
し
て
改
正
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
多
く
使
っ
た
ポ
ス
タ
ー

市議会日誌(令和２年７月11日～10月12日)　
新型コロナウイルス感染症対策調査特別委員会
新型コロナウイルス感染症対策調査特別委員会
ダイバーシティ推進調査特別委員会
大都市制度調査特別委員会
議会運営委員会
新庁舎整備調査特別委員会
議会運営委員会
総務、保健福祉・協働、市民・産業、都市・環境、子ども・文教委員会
および同協議会
9月定例市議会開会
新型コロナウイルス感染症対策調査特別委員会
　　　６会派による代表質問
議会運営委員会
　　　25人の議員による個人質問
総務、保健福祉・協働、市民・産業、都市・環境、子ども・文教委員会
総務委員会
議会運営委員会
 9月定例市議会閉会
新庁舎整備調査特別委員会
　　　総務委員会
　　　保健福祉・協働、市民・産業、都市・環境、
　　　子ども・文教委員会
議会運営委員会

７月14日
８月４日
　　５日
　　６日
　　20日
　　26日
　　27日
　　28日

９月１日
　　２日
　　７日～９日
　　10日
　　10日～16日　　　
　　17日
　　18日
　　23日
　　24日
10月１日
　　５日～６日
　　６日～７日

 　　12日

常任委員会審査から 委員長報告は市議会ホームページに
掲載しています。

総務委員会

議論となった点について、委員長報告の要旨や審査・
調査項目を掲載

令和２年度岡山市一般会計補正予算（第４号）

ほか３件の議案が付託され、賛成多数または

全会一致で原案のとおり可決ならびに同意す

べきものと決定した。

（主な審査項目など）
・教育用コンピュータ（小・中・教員用）の買入れについて
・妹尾幼稚園園舎増築工事請負契約の締結について　など

市民・産業委員会

自転車の安全で適正な利用を促進する条例制定

（主な審査項目など）
・文化のまちづくり推進事業
・瀬戸内市新火葬場整備事業　など

子ども・文教委員会
達成感を味わえるように学習を継続

修学旅行が中止になっても、修学旅行の目的を
どこかで達成できたとの認識を、先生や生徒が
持てるようにしてもらいたいが、サポートはど
うしているか。

（主な審査項目など）
・児童福祉施設等に対する感染拡大防止のための支援
・学校における感染防止対策事業　など

委員

保健福祉・協働委員会

希望する妊婦にＰＣＲ検査を実施

本市に里帰りをして出産される方や市外で出産
される方が、新型コロナのＰＣＲ検査を希望し
て受ける際の自己負担はどうなるのか。

（主な審査項目など）
・町内会活動感染防止対策支援事業について
・ＩＣＴを活用した退院支援等環境整備補助金事業　など

委員

都市・環境委員会

市道路線の認定ほか23件の議案が付託され、

全会一致で原案のとおり可決ならびに同意す

べきものと決定した。

（主な審査項目など）
・下水処理場における季節別管理運転の結果について
・町内会貸与ポンプ取扱説明用動画について　など

本事業は全国的な制度として、自己負担が発生
しないように、里帰りでも受けられるよう予定
されている。

子どもたちが達成感を味わえるように学習を継
続するよう、教育委員会として全ての学校に依
頼しており、今後も続けていきたい。

市

市

議員の提案で条例を制定し、保険加入や子ども
のヘルメット着用について義務付けするがこれ
らについて今後どのように施策化していくか。

委員

財政支援を求める市民の声は聞いており、条例
制定後の課題になると考えている。当局に対し
部局横断的な取り組みを含め、必要な費用の確
保などについて求めていきたい。

議員 C
O
V
ID
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9

C
O
V
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9

C
O
V
ID
-1
9

C
O
V
ID
-1
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新
型
コ
ロ
ナ

※11【ピクトグラム】
絵文字や絵単語などと呼ばれ、何らかの情
報や注意を促すために表示される視覚記号

※10【ナッジ】
行動科学の知見の活用により、人々が自分自
身にとってより良い選択を自発的に取れるよ
うに手助けする政策手法

※９【ＲＰＡ（Robotic Process Automation）】
これまで人間が行ってきた定型的なパソコン
操作をソフトウエアのロボットにより自動化
すること

※

９

※

10

※

11
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